
第1章はじめに＊

　梅雨前線帯は東アジアの春～夏期に形成されるこの地域特有の亜熱帯前線帯である（Nino．

miya，1984）。梅雨前線に関する研究はこれまでさまざまな立場から数多く行われてきた。梅雨前

線に関連する降水雲は水平スケール1，000km程度の中間規模クラスターに組織化され，さらに

それを構成する数百kmのスケールの中規模降水システムから大雨・豪雨がもたらされると理解

されている（Matsumoto　and　Akiyama，19701Ninomiya　and　Akiyama，1972，1973，1974；

Yoshizumi，19771Akiyama，19791Ninomiya，1978；Ninomiya　and　Yamazaki，19791Nino－

miya6緬1．，1981；Akiyama，1984a，b；Takeda　and　Seko，19861Ninomiya6厩1．，1988a，b）。

これらの中規模～中間規模降水システムの形態や構造については，これまでおもに北緯280～360

に位置する中国の中部から九州，本州地方を中心とする領域において，下層ジェットと降雨との

関連』降水システム内の豪雨セルの振舞い，降水システムの成長過程，前線帯周辺での水や熱の

収支，等を中心に調べられてきた。

　中規模降水システムにおいては降水の集中度が高く，それによってもたらされる被害が大きい

ことから，近年世界各地で特別観測を通して研究が進められている。その代表的なものは，米国

北西海岸やヨーロッパ西部で発達する極前線にともなう降雨帯（Hobbs6厩1．，19801Houzeand

Hobbs，19821BrowningandHa±rold，1970），米国中部の大規模な積乱雲の集合体であるスコー

ルライン（Ogura　and　Liou，1980；Smull　and　Houze，1985）やMesoscale　cloud　complex

（Maddox，1980），アフリカ大陸西部から大西洋上で発生する熱帯スコールライン（Houze，1977；

Roux6厩1．，1984）等である。観測によってその実態や構造が明らかにされたこれらの現象は，

数値モデルによって再現され観測結果との比較によってさらに詳しい研究が進められている。

（Yoshizaki，19861Fovell　and　Ogura，1988；Lafore6勧1．119881Weisman6歳1．，1988）。梅

雨前線に関しては九州地方を中心とした大規模な特別観測が1969－1971年に気象庁によって行わ

れた（JMA，1974）。さらに今回の特別観測とほぼ同時期の1982年5，6月には台湾周辺において

梅雨前線のメソ構造と地形の効果を調べる目的で米国と台湾の研究者が共同でTaiwan　Area

MesoscaleExperiment（TAMEX）を実施した（Jorgensen・andLeMone，19891KuoandChen，

1990）。

　梅雨前線帯は3，000km～4，000kmのスケールを有する雲域であり（Akiyama，1973），

Yoshino（1966）が示したように夏期モンスーンの開始に関連して，東アジアにおいて5月中旬に

北緯200付近に発生し7月下旬には北緯40。付近まで北上する（図1．1）。沖縄地方をおおよそ沖縄

＊　担当：石原正仁・榊原　均・田畑　明・赤枝健治・横山辰夫
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図1．1　半旬平均降水量の最大値の出現域。V，VI，Wはそれぞれ

　　　5月，6月，7月を表す。1，2，3…6はそれぞれの月

　　　の第1，第2，第3…第6半旬を示す。Yoshino（1966）

　　　より引用。

　　本島，与那国島，南大東島の3点で囲まれる領域として定義すると，この地方は北緯24。～27。に

　　位置し，ここでは梅雨前線は5～6月に活動する。Yoshino（1965）は東アジアにおける梅雨の活

　　動期間を4段階に分けたが，それによればこの地方の梅雨前線は第1～2期の活動期間に該当す

　　る。一方，九州地方における梅雨期は6～7月であり，これは第2～3期の活動期間に属する。し

　　たがって，低緯度に位置するという地理的要因によって沖縄地方の梅雨は九州地方のそれに約

　　1ヶ月先行する。さらに沖縄地方では梅雨前線は海洋上にあり，そこで発生する降水システムが九

　　州地方や中国大陸のそれに比べて地形の影響を受けて変質することが少ないと考えられる。

　　　沖縄地方における梅雨期の中小規模降水システムを総合的に取り扱った研究はこれまでに行わ

　　れていない。さらに豪雨・大雨をもたらすとされる中規模降水システムの解析には既存のデータ

　　だけでは不十分である。したがって，我々はこれらの降水システムを対象とした特別観測を計画

　　し，主にドップラーレーダーを使って1987年5月20日～6月15日の期問に沖縄県那覇市におい

　　て観測を実施した。ドップラーレーダーを用いることによって中小規模降水システム内の3次元

、　的な降水分布の微細構造に加え，これまでの観測手段では得られなかった降水システム内の循環

　　（流れ）が理解される。これらから梅雨前線付近の降水システムの力学的構造をこれまでの研究

　　より一歩立ち入って議論することが可能となる。さらにドヅプラレーダー観測を補足するために
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ラジオゾンデによる高層観測も適宜行った。

　本研究の目的は

1）比較的低緯度の亜熱帯海洋上にある梅雨前線付近の降水がどのような形態の降水システムに

　　組織化されているのかを知ること〈形態＞，

2）それらの降水システムはどのような微細構造を持っているのかを知ること〈構造＞，

3）得られた結果を比較的高緯度の梅雨前線付近や熱帯や中緯度に発生する他の降水システムと

　　比較しその構造の差異を論じること〈比較＞，

である。

　本報告では，第2章において観測の概要を述べ，第3章では1987年の沖縄地方の梅雨期におけ

る大規模場・総観場について概説する。第4章では，この年の梅雨期の降水の特徴とそれをもた

らした降水システムを分類する。第5章では寒冷前線と関連した降水システムを解析する。第6章

では，梅雨前線とは関連せずに発生した降水システムの統計的解析を行い，第7章ではそのうち

の典型的なスコールクラスタータイプの降水システムの構造を示す。第8章では，同じく梅雨前

線とは関連せずに発生した降水システムの発生期から成熟期への構造の変化に着目した解析を行

い，第9章ではおもにそれらの層状性降水領域の構造を議論する。

　本観測の実施に際しては沖縄気象台の方々に多大なご協力をいただきました。ドップラーレー

ダーの設置場所の選定と観測終了後の気象資料の提供，さらに宿舎の手配については観測課の

方々に，観測本部を気象台内に設置させていただくにあたっては予報課と通信課の方々にお世話

になりました。観測期間中には毎日予報会報に参加させていただいて生の情報を提供していただ

きました。これは沖縄の梅雨と気象業務の現場を肌で実感する良い機会でもありました。不慣れ

な高層観測は高層課の方々にご協力いただきました。業務課と総務課の方々にはドップラーレー

ダーの用地借用の手続きを始め観測全般についてたいへんお世話になりました。改めて感謝いた

します。気象資料の収集では，沖縄開発庁沖縄総合事務局北部ダム総合管理事務所及び福岡管区

気象台にお世話になりました。ドップラーレーダーの設置のための敷地を提供していただいた琉

球大学に感謝します。また同大学石島教授には那覇滞在中にお世話になりました。気象研究所海

洋研究部の柴田彰氏にはレーダーサイトの選定に協力していただきました。

　この観測は昭和62年度気象研究所推進調整費と台風研究部，予報研究部の経常研究費によって

実施された。
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